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発行・編集：歯舞地区マリンビジョン協議会事務局

歯舞地区マリンビジョン協議会事務局では、地域協働の取組みにより作られた『歯舞地区マ

リンビジョン計画(平成19年3月策定)』の行動計画について、個々の推進状況など、活動の

様子について「歯舞地区マリンビジョンニュース」を発行して、地域の皆様方にお知らせして

います。
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講演会の様子

北海道マリンビジョン21コンテスト

～ ２年連続「最優秀賞」を受賞‼ ～

北海道マリンビジョン２１促進期成会主催

の「北海道マリンビジョン２１コンテスト２

０１９」において、歯舞地区マリンビジョン協

議会が２年連続となる「最優良賞」を受賞しま

した。

令和初となった当コンテストでは、これま

で取り組んできたマリンビジョン活動を全国

に広めるための情報発信の場として、全国各

地で「講演会」を実施したことが高く評価さ

れ、最優良賞の受賞となりました。

講演会では、「水産物のブランド化（一部会

一品運動）」、地元催事の開催、観光客等の受

入、クルーズ船運航等の「渚泊推進活動」、歯

舞地区の太宗漁業である昆布漁業を初めとし

た「漁業の歴史」、また、現在建設中である「衛

生管理型市場」の４つのテーマを軸に講演し、

歯舞地区の知名度・認知度向上と、マリンビジ

ョン活動の普及・拡大に努めました。
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今回で１２回目となる北海

道マリンビジョン２１コンテ

ストにおいて、当協議会は最

高位 6回、その他２回の計 8

回の賞を受賞し、多くの地域

からマリンビジョンモデル地

域の模範として注目されてお

ります。

今後も慢心することなく、

モデル地域の名に恥じないよ

う、更なる地域活性化に向け

た取り組みを推進して参りま

すので、地域住民・関係者皆様

のご協力をお願いいたしま

す。

北海道マリンビジョン２１コンテスト 受賞歴

※2017年度コンテストより「個別部門」の廃止

年 度 部 門 受 賞 名
2008年
（平成20年）

総合部門
個別部門

北海道開発局長賞（最高位）
北海道マリンビジョン21促進期成会会長賞

2009年
（平成21年）

総合部門 北海道開発局長賞（最高位）

2011年
（平成23年）

個別部門 北海道マリンビジョン21促進期成会会長賞

2012年
（平成24年）

総合部門 北海道開発局長賞（最高位）

2015年
（平成27年）

総合部門 北海道開発局長賞（最高位）

2017年
（平成29年）

― 優良賞

2018年
（平成30年）

― 最優良賞（最高位）

2019年
（令和元年）

― 最優良賞（最高位）
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7月8日(水)、歯舞学園3・4年生を対象に友知

海岸で地引網体験学習を実施しました。

地元漁業者に協力していただき、前浜昆布が解

禁されるまでの合間を縫って行っている取り組

みで、地元の漁業や自然に触れて関心を持っても

らうことなどを目的に継続実施しています。

初めに漁業者さんから挨拶と地引網実施にあ

たっての注意事項の説明がされ、その後漁業者さ

んの合図でいよいよ地引網開始。児童らは「オ

地引網の体験学習を実施

～ 歯舞学園3・4年生が挑戦 ～

ーエス！オーエス！」という掛け声とともに力いっぱい網を引っ張りました。引き揚げた網の中

にはピチピチと飛び跳ねる魚がたくさん入っており、児童からは歓声が上がりました。

これからも子供たちが地元の産業や自然に触れ合う機会をつくり、地元への関心を深める活動

を続けていきたいと思います。
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歯舞の潮干狩り 歯舞学園水産学習開催

～ 見て、獲って、食べて。自然の恵みを体感 ～

生徒たちは道具を受け取ると次々とあさりを掘り、

あさりの沢山いる所とそうではない所、色・大きさの違

い、底質の違いを考察したり、その他生物を発見するな

ど、生徒たちの着眼点の鋭さに職員一同も感心させら

れました。

今回の水産学習で得た「自分の目で見て、手で獲り、

食す」という経験が、今後、自身の財産となってくれる

ことを期待します。

7月6日(月)と 21日(火)、トーサムポロ漁港内あさり潮干狩り場において、歯舞学園1・2年

生27名と7年生 19名が、水産学習としてあさり潮干狩りを体験しました。

『日本一遅く咲く桜並木』の整備

～ 14年目を迎えた植樹活動 ～

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か

ら、今年度のマリンビジョン活動の継続が危ぶまれて

いましたが、当協議会の主旨に賛同してくださる大勢

の方々のご協力の下、今年も桜並木の整備が継続でき

たことに心より感謝いたします。

いつか「桜並木のある漁港」として地域のシンボル

となるよう、今後も整備を継続して参りたいと思いま

すので、ご協力・ご声援、宜しくお願いいたします。

5月 19日(火)）、今年で14年目を迎える「日本

一遅く咲く桜並木」の整備を行いました。

今回は歯舞漁港背面地に成木3本を植樹し、これ

まで植樹した158本の桜と合わせ、合計161本と

なりました。

今回植樹した桜は「根室市市民の森」からの寄贈

によるもので、植生地が変わっても何とか開花して

もらいたいと願っています。

歯舞マリンビジョンニュース vol.95 特別号



4

歯舞学園第8学年の生徒16名は水産学習の一環として、７月17日(金)に歯舞組合で体験学

習を行いました。生徒たちは昆布の採取から製品化までの一連の工程や、特産品の「はぼまい昆

布しょうゆ」の歴史などを学びました。その後昆布加工場や昆布製品倉庫などを見学しました。

また、地元PR活動として、根室市や他方面にも昆布しょうゆをPRするチラシを作成し（右

のQRコードから生徒が作成した動画を視聴できます）、生徒たち自らが釧路駅や厚岸味覚ター

ミナルコンキリエの利用客向けにチラシ設置を依頼しました。

今回のPR活動を通じて、生徒たちは歯舞の魅力を再確認し、地元への関心と愛着を更に深め

てくれたことと思います。

■ 編集･発行・お問い合わせ ■
■編集・発行 歯舞地区マリンビジョン協議会事務局

■お問い合わせ 事務局 担 当：根室市水産経済部水産振興課水産振興担当

電 話：0153-23-6111 FAX：0153-24-8692

歯舞学園 水産学習及び地元PR活動

～ 昆布を通じて歯舞の魅力を再確認 ～

動画QRコード

スマートフォンなどで
読み取って視聴してください

昆布製品倉庫見学 ← 生徒手製のチラ
シ
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浜の活力再生プラン取組事例発表

～ 浜に元気を！！ブランド化への挑戦 ～

浜プランとは、漁業者自らの手で浜に活力を取り

戻し所得の向上を図る目的に、国などからの支援を

得て活性化対策を検討・実行する事業として2014

年よりスタートし、619地区が実施しています。

これまでは、漁業者関係者らが一堂に会して発表

を行っておりましたが、今回は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止と、一般の消費者らにも漁業者の頑

張りを知ってもらおうと「You Tube」での動画公開

となりました。動画では、北方領土を望む漁場をもちながら、地域の基幹産業である漁業の活

性化に向けた取り組みとして、ミズダコを活きたまま出荷する「金たこ」を例に挙げ、ブラン

ド化（一部会一品運動）の推進について紹介しました。

動画は「浜プラン．ｊｐ」のホームページからアクセスし、視聴することができます。


